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 ア 委員会審査   

 イ 分科会審査        

 

⑵分科会意見・要望のまとめ 

 

⑶委員会意見・要望のまとめ 

 

⑷閉会中の継続調査（審査）の申し出について 

 

⑸管外行政視察研修について 

  ア 日程 

    2024 年５月８日（水）～10 日（金） 

 

 

４ その他 

 

５  閉 会 
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   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 
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   ８ 生涯学習について 

 

   ９ 新型コロナウイルス感染症対策について 
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午前９時２２分 委員会開会 

○委員長（芦田 竹彦） 皆様、おはようございます。 

 昨日に続きまして、また文教民生委員会でござい

ます。お疲れだと思いますけども、慎重な審議をよ

ろしくお願いいたします。 

 本日は、この後、３の協議事項、（１）の付託・

分担案件の審査として、昨日で審査の終了した議案

を除いて、当委員会に付託された議案の審査を行い、

委員会審査の後、分科会審査に切り替えて、第１５

号議案等の審査を行います。 

 当局の出席者につきましては、委員会室の密集を

軽減するために、部ごとに前半、後半に分かれて出

席いただくよう要請しております。その関係で一部

議案の順番が前後いたしますが、ご了承ください。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いをいたします。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いをいたします。 

 これより協議事項１番、付託・分担案件の審査に

入ります。 

 初めに、第９号議案、豊岡市手数料条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

 本案には、健康福祉部所管分と消防本部所管分が

ありますので、健康福祉部から順に続けて説明を願

います。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 議案書の８９ページ

をご覧ください。第９号議案、豊岡市手数料条例の

一部を改正する条例制定についてご説明いたしま

す。 

 ９２ページの条例案要綱をご覧ください。改正の

内容は２点ございますが、このうち私からは社会福

祉課で所管しております部分について説明をさせ

ていただきます。 

 （１）になります。昨年５月に介護保険法の改正

によりまして、これまで地域包括支援センターの設

置者のみが実施することとされておりました介護

予防支援事業につきまして、指定居宅介護支援事業

者、いわゆるケアマネ事業所においても実施するこ

とができることとされました。このため、指定介護

予防支援事業者の指定の申請及び指定の更新の申

請に対する事務について手数料を徴するために当

該規定を追加をするものでございます。 

 なお、本規定は、附則の（２）、第２項にありま

すが、施行日以後に行われる指定の申請等に適用す

ることとしております。 

 社会福祉課からの説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 消防本部予防課、井上課長。 

○予防課長（井上 光彦） それでは、次に、手数料

条例の一部を改正する条例制定のうち、消防本部所

管部分についてご説明させていただきたいと思い

ます。 

 昨年１２月、地方公共団体の手数料の標準に関す

る政令が改正されました。同政令は、地方分権推進

計画に基づきまして定期的に見直しが行われてい

るところであり、今般、手数料の標準額の見直しが

実施されたことに伴い、消防法等に基づく事務に係

る手数料の額を改めるものでございます。 

 なお、同政令は４月１日から改正施行することと

定められておりますことから、附則第１項にありま

すとおり、この規定につきましても同日から施行す

ることとしております。 

 あわせまして、９３ページ以降の新旧対照表もご

清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） おはようございます。 

 最初の介護のほうですけど、地域包括支援センタ

ー以外のケアマネ事業所でも介護事業をできるよ

うになったということでしたが、地域包括支援セン

ターが社協のところにありますよね。それ以外にで

きるようになったケアマネ事業所というのはどれ

ぐらいあるのか、分かれば教えていただきたいです。 
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○委員長（芦田 竹彦） 答弁願います。 

○委員（須山 泰一） 分からなかったら、構いませ

ん。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） ちょっと調べて、後

ほどお答えさせていただきたいと思います。申し訳

ありません。 

○委員長（芦田 竹彦） いいですか。 

○委員（須山 泰一） はい、構いません。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで消防本部の職員の方は退席していただい

て結構です。お疲れさまでございました。 

 次に、第１６号議案、令和５年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 議案書の２５１ペ

ージをご覧ください。第１６号議案、令和５年度豊

岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第４号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４，３９７万３，０００円を追加し、予算

の総額を８９億４，４１７万２，０００円とするも

のです。 

 主な内容につきましては事項別明細でご説明い

たしますので、２６４ページ、２６５ページをご覧

ください。 

 まず、歳出でございます。上２つの太枠の１款総

務費、及びその下の太枠から２６６ページ、２６７

ページにかけての３款国民健康保険事業費納付金

につきましては、国県補助金の増額及び一般会計繰

入金における増減額による財源更正でございます。 

 次の８款保健事業費１，４９３万５，０００円の

減額は、特定健康診査等事業費の決算見込みによる

不用額の減額でございます。 

 次の９款基金積立金４，９１０万円の増額は、国

民健康保険税及び県支出金の増額等によります調

整後の額を積み立てようとするものでございます。 

 その次の１１款諸支出金のうち償還金５７７万

円の増額は、第三者行為納付金及び不当利得等によ

り保険給付費等交付金が過大交付となります相当

額を県に返還するためのものでございます。また、

２６８ページ、２６９ページの繰出金４０３万８，

０００円の増額につきましては、国保直診事業の資

母診療所運営費の赤字補填に係るものでございま

す。 

 続きまして、ページを戻っていただき、２６０ペ

ージ、２６１ページをご覧ください。歳入のほうに

なります。歳入の内訳ですが、１款国民健康保険税

２，１３３万４，０００円の増額は、収納実績見込

みによるものでございます。 

 その下の３款国庫支出金９万６，０００円の増額

につきましては、マイナンバーカードと健康保険証

の一体化に伴う周知広報等事業に係る補助金でご

ざいます。 

 次の４款県支出金２，８４６万７，０００円の増

額は、県繰入金及び保険者努力支援金分等の特別交

付金の内示によるものでございます。 

 ２６２ページ、２６３ページをご覧ください。５

款財産収入７万５，０００円の増額は、国民健康保

険財政調整基金利子によるものでございます。 

 また、次の６款繰入金の一般会計繰入金５５０万

４，０００円の減額につきましては、保険基盤安定

繰入金等における決算見込みの増額、減額によるも

のでございます。 

 その下の２つの枠の８款諸収入４９５万５，００

０円の減額につきましては、保険税滞納延滞金等に
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おける決算見込みの増額、減額によるものでござい

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１７号議案、令和５年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、議案書の

２７１ページをお願いします。第１７号議案、令和

５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘

定）補正予算（第４号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ７００万円を減額し、予算の総額をそれ

ぞれ７，３０２万１，０００円とするものです。 

 補正予算の内容につきましては事項別明細書に

よりご説明いたしますので、２８２、２８３ページ

をお願いします。 

 まず、歳出ですが、１款総務費については、公立

豊岡病院からの形成外科医の派遣費について決算

見込みにより減額補正するものです。 

 ２款医業費については、診断書等の手数料や医薬

材料費などについて決算見込みにより減額補正す

るものです。 

 次に、戻っていただきまして、２８０、２８１ペ

ージをお願いします。歳入ですが、１款診療収入に

ついては決算見込みにより減額補正するものです。 

 ５款繰入金については、一般会計繰入金は決算見

込みにより減額補正し、事業勘定繰入金は調整交付

金の確定により増額補正するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をしました。 

 次に、第１８号議案、令和５年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、議案書の

２８５ページをご覧ください。第１８号議案、令和

５年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ５億４，７０１万１，０００円を減額し、

予算の総額をそれぞれ１０２億８，１６０万２，０

００円とするものです。 

 補正予算の内容につきましては事項別明細書に

よりご説明いたしますので、３００、３０１ページ

をご覧ください。 

 まず、歳出ですが、このページの最初、総務費か

ら３０９ページの地域支援事業費までは、決算見込

みにより増額及び減額するほか、国庫支出金及び支

払基金交付金の収入見込みにより財源更正するも

のであります。 
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 特に増減の大きいものを説明をさせていただき

ます。 

 ３０１ページの下段、２款保険給付費の１目居宅

介護サービス給付費の３億７，０００万円の減額に

つきましては、第８期計画で予定しておりました特

定施設入居者生活介護事業所の整備ができなかっ

たことであります。また、その下の地域密着型介護

サービス給付費の１億３，０００万円の減額につき

ましても、認知症高齢者グループホーム及び小規模

多機能型居宅介護事業所の整備ができなかったこ

とが原因であります。理由としましては、施設建設

につきましては公募としておりましたが、近年の原

材料費の高騰や介護人材不足等により応募がなか

ったことによるものであります。また、新型コロナ

ウイルスにつきましても、クラスターが発生したよ

うなことはありませんでしたが、まだまだ施設、介

護サービス事業所で感染者が発生をしております

ので、利用者が介護サービスを控えたことも多少あ

るかと思います。 

 戻っていただきまして、２９４、２９５ページを

ご覧ください。歳入ですが、このページの最初、保

険料から２９９ページの諸収入までは、実績見込み

により増額及び減額するものであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１８号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 次に、第１９号議案、令和５年度豊岡市診療所事

業特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、議案書の

３１３ページをお願いします。第１９号議案、令和

５年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１，０１２万円を減額し、予算の総額を

それぞれ２億８，７２７万６，０００円とするもの

です。 

 補正予算の内容につきましては事項別明細書に

よりご説明いたしますので、３２６、３２７ページ

をお願いします。 

 まず、歳出ですが、２款森本診療所費と３款神鍋

診療所費については、医薬材料費の決算見込みによ

り減額補正するものです。 

 次に、４款高橋診療所費の施設管理費については、

公立豊岡病院からの形成外科医の派遣費について

決算見込みにより減額補正するものです。その下、

医業費については、医薬材料費などの決算見込みに

より減額補正するものです。 

 戻っていただいて、３２２、３２３ページをお願

いします。２款森本診療所収入の外来収入と、一般

会計繰入金及び３款神鍋診療所収入の外来収入に

ついては、決算見込みにより減額補正するものです。 

 次に、３２４、３２５ページをお願いします。３

款神鍋診療所収入の一般会計繰入金及び４款高橋

診療所収入の外来収入については、決算見込みによ

り減額補正するものです。一番下の表の高橋診療所

収入の一般会計繰入金については、外来収入の減少

により増額補正するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 診療所の予算のとこで聞けば

よかったのかもしれないですけど、この診療所、神

鍋や森本や、現在ある診療所の今後について、ずっ

とやってくれるんだろうかという不安の声もある
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んですけど、そこら辺の見通しについて、分かれば

教えていただきたいんですけど。 

○委員長（芦田 竹彦） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 現時点では、担当課

としましては、ここの診療所というのは地域医療を

守るために必要な診療所だと思ってますので、今後

も存続するということで今は考えています。以上で

す。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１９号議案は、原案のとおり可

決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。 

午前９時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時４５分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩を解いて、再開いたし

ます。 

 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 先ほど須山委員から

ご質問いただいておりました居宅介護支援事業所

のことについて、ご回答させていただきます。 

 本年の２月１日現在で市内の居宅介護支援事業

所は２７事業所ございます。よろしくお願いいたし

ます。以上です。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を暫時休憩をいたし

ます。 

午前９時４６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時４６分 分科会開会 

○分科会長（芦田 竹彦） ただいまより文教民生分

科会を開会をいたします。 

 まず、報告第２号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第２号、令和５年度豊岡市

一般会計補正予算（第９号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、佐田参事。 

○社会福祉課参事（佐田美佐樹） それでは、報告第

２号、専決第２号、令和５年度豊岡市一般会計補正

予算（第９号）についてご説明いたします。 

 議案書は２４、２５ページをお願いいたします。

真ん中の枠の右端の説明欄をご覧ください。低所得

世帯生活支援給付金支給事業３億２，４６２万３，

０００円の増です。こちらの給付事業につきまして

は、食料品価格等の物価高騰の影響を受ける低所得

世帯に対し、１世帯当たり１０万円と児童１人当た

り５万円を支給し、暮らしを支援するものでござい

ます。１世帯当たり１０万円の支給対象世帯は、２

０２３年度の住民税均等割のみ課税世帯です。児童

１人当たり５万円給付の支給対象児童は、今申し上

げました、今回１０万円の給付の対象世帯となる住

民税均等割のみ課税世帯と、あと、２０２３年度分

の住民税均等割非課税世帯に属する１８歳以下の

児童となります。基準日につきましては、どちらの

給付も２０２３年１２月１日となります。 

 事業費ですが、右端説明欄一番上の消耗品費１１

万円から、下に順に下りていただきまして用品借り

上げ料８万９，０００円までにつきましては、この

給付金事務を行うために必要な事務経費を計上し

ております。最後の行、交付金といたしまして、住

民税均等割のみ課税世帯２，４００世帯と児童対象

分、こちら低所得子育て世帯生活支援給付金と表示

してありますものですけども、児童１，５００人分

を想定しまして、合計３億１，５００万円を計上し

ております。 

 なお、こちらの予算につきましては全額を次年度
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に繰り越すこととし、議案の１２ページにあります

繰越明許費補正として上げております。 

 対象世帯には、昨日３月１８日から順次支給に対

するご案内のほうを送付させていただいておりま

して、４月上旬に１回目の振込のほうを行う予定と

しております。 

 続いて、歳入でございます。議案書２０、２１ペ

ージをご覧ください。上から３つ目の枠です。今の

給付金支給事業の財源として、国からの地方創生臨

時交付金、こちら１０分の１０になります。３億２，

４６２万３，０００円を計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、確認ですけど、

子供の数、児童の数ですけど、１，５００人って言

われまして、その前に世帯数で２，４００って言わ

れましたか。２，４００世帯と１，５００人ですけ

ど、これは非課税世帯の数じゃなくて、さっき言わ

れた均等割でしたっけ、の課税世帯、今回の支援で

非課税世帯のさらに上乗せで支援が行く世帯の数

がこの２，４００世帯でしたっけ。すみません、確

認です。お願いします。 

○分科会長（芦田 竹彦） 佐田参事。 

○社会福祉課参事（佐田美佐樹） おっしゃられると

おりです。非課税世帯ではなくて、均等割のみ課税

世帯の部分で２，４００世帯ということで計上して

おります。以上です。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 今回はたしか非課税世帯だけでなくて、均等割の

課税世帯もたしか対象になるということで、既に３

万円出たところは７万円支給で、非課税世帯でない

ところは昨年３万円出てないんで１０万円という

ふうに理解してますけど、たしかそうですよね。す

みません。 

○分科会長（芦田 竹彦） 佐田参事。 

○社会福祉課参事（佐田美佐樹） 委員おっしゃられ

ますとおりのことで、はい、間違いございません。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本件は、承認すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。

よって、報告第２号、専決第２号は、承認すべきも

のと決定をしました。 

 次に、第１５号議案、令和５年度豊岡市一般会計

補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で所管に関わる歳

出、続いて歳入、繰越明許費及び地方債の順で一気

に説明をお願いをいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 質疑は、説明の後に一括して行います。 

 それでは、くらし創造部から順次説明をお願いを

いたします。 

 生活環境課、宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 歳出から説明いたし

ますが、議案書は１７１ページをご覧ください。最

下段になります、ごみの減量・資源化対策事業費で

す。全体で９４５万８，０００円の減額をしており

ますが、いずれも決算見込みによる減額となってお

ります。 

 次に、１７５ページをご覧ください。中ほどの防

犯対策事業費です。過去から含めまして１０年以上、

ＬＥＤ化に対する補助を続けてまいりまして、概算

ですが、市内全体の８７％の防犯灯がＬＥＤ化され

る中で、近年、申請件数が鈍化してきているため、

減額するものです。 

 次に、１９７ページをご覧ください。真ん中の枠

です。塵芥処理事業費とし尿処理費ですが、それぞ
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れ大型動物の取扱頭数が減ったこと、また、水洗化

の普及等によりくみ取り量が減ったことによる減

額となっております。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入を説明します。１４９ページをご覧く

ださい。最下段になります。歳出でも少し触れまし

たが、指定ごみ袋の販売数量の減少であるとか、し

尿くみ取り量の減少による減額となっております。 

 次に、１５５ページをご覧ください。最上段にな

ります。自動録音電話機等普及促進事業費補助金で

すが、当初、１か月で、原課としましては１００件

程度の申請を見込んでおりましたが、特に昨年から

なんですが、特殊詐欺が疑われる電話が市内に頻繁

にかかってくるようになり、市民の方も警戒してい

るというところで、結果的には３倍近い２９５件の

申請となりました。それに係る県支出金の増額とな

っております。 

 次に、最後になります、１６３ページをご覧くだ

さい。中段の受託料、大型動物死体処理は、歳出で

説明したとおり、取扱頭数が減ったことによる減額

となっています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 市民部窓口サービス課、

川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） 市民部窓口サー

ビス課分から説明をさせていただきます。 

 それでは、歳出からご説明いたします。議案書の

１８１ページをご覧ください。下の表の中ほど、戸

籍住民基本台帳事務費３３２万１，０００円です。

業務委託料３６７万５，０００円は、戸籍の附票や

マイナンバーカード等への氏名の振り仮名やロー

マ字記載に係る戸籍附票システム及び住民基本台

帳システムの改修費用でございます。氏名の振り仮

名等の記載に係りますシステム改修費用について

は、１２月議会で議決をいただいておりましたけど

も、その後、国が補助対象経費を見直したことによ

り、市単独事業として予定しておりました改修を国

の補助事業として追加実施するものでございます。 

 なお、氏名の振り仮名やローマ字記載に係るシス

テム改修費は、全額翌年度へ繰り越しいたします。 

 その下のクラウド使用料の３５万４，０００円の

減額は、決算見込みによる減額でございます。 

 次に、１８３ページをご覧ください。下の表の真

ん中の枠、上から５行目になります、人口動態調査

費の１，０００円の減額は、県からの委託費確定に

伴う減額でございます。 

 なお、歳入についても減額計上しておりますけど

も、同様の理由でございますので、この後の歳入の

説明は省略させていただきます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。１５１ページをご覧くだ

さい。一番下の表の一番上の枠、上から２行目にな

りますけども、社会保障・税番号制度システム整備

費補助金４５０万２，０００円は、氏名の振り仮名

等記載のための戸籍附票システム及び住民基本台

帳システムの改修に係る国庫補助金でございます。

歳入は以上です。 

 続きまして、繰越明許費補正です。１３４ページ

をご覧ください。事業名の上から４枠目、戸籍住民

基本台帳事務費３，３６７万８，０００円は、戸籍

住民票、マイナンバーカード等に氏名の振り仮名等

を記載するためのシステム改修費用です。いずれも

国庫補助金との関係によりまして予算を繰り越し

し、令和６年度に実施することとしております。 

 窓口サービス課は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 国保・年金課、恵後原課

長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、歳出の

ほうから主なものをご説明いたします。 

 議案書の１８４、１８５ページをご覧ください。

下から６行目の国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）繰出金５５０万４，０００円の減額は、国保特

別会計の保険基盤安定事業等の決算見込みによる

ものでございます。 

 次に、１８６ページ、１８７ページをご覧くださ

い。１８６ページの下から２枠目、医療費助成事業

費１，２１０万円の減額につきましては、１８７ペ

ージ説明欄に記載の高齢期移行助成事業費からこ
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ども医療費助成事業費までのそれぞれの事業の増

減額によるもので、いずれも実績見込みによる補正

額でございます。 

 次に、１９０ページ、１９１ページをご覧くださ

い。上から１０行目、児童手当給付事業費２，９２

３万円の減額につきましては、児童手当の給付実績

見込みによる不用額を減額するものでございます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入でございます。当課所管の補正

計上額につきましては、全て決算見込みによる増減、

または歳出に伴う国県負担金補助金の増減額でご

ざいます。 

 補正する予算科目につきましては、１５０、１５

１ページに戻っていただきます。真ん中の太枠の２

行目の国民健康保険基盤安定費負担金、そこから６

行下の児童手当負担金、１枚めくっていただきまし

て、１５２、１５３ページの下の太枠１行目、国民

健康保険基盤安定費負担金、その５行下、後期高齢

者医療基盤安定費負担金、さらに３行下の児童手当

負担金は、決算見込みによる国県の負担金の補正で

ございます。 

 続きまして、１５４ページ、１５５ページの中段

辺りに記載の高齢期移行助成事業費補助金から、そ

の６行下のこども医療費助成事業費補助金までの

それぞれの増減額につきましては、いずれも福祉医

療費助成の各事業の補正額に伴う県補助金でござ

います。 

 少し飛びまして、１６０ページ、１６１ページの

上から５枠目です。地域振興基金繰入金１，２５０

万円の減額のうち、その５０万円の増額につきまし

ては、こども医療費助成事業に係る市単独事業分に

よるものでございます。 

 市民部は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康福祉部社会福祉課、

丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、健康福祉

部の説明を始めさせていただきます。最初に社会福

祉課からさせていただきます。 

 まずは歳出のほうです。１８５ページをご覧くだ

さい。一番下の表になります。社会福祉事務所費の

うち業務委託料１７３万円の減でございます。こち

らは介護保険指定機関等管理システムの改修に係

ります業務委託料が６６万円から３３万円へと３

３万円の減額、それから、障害者福祉計画の策定業

務に係る業務委託料１４０万円が事業費の実績見

込みによりまして減額することとなったものでご

ざいます。 

 同じくその下、社会福祉協議会への補助金４００

万円、それからその２行下の特別障害者手当等運営

対策事業費５２２万２，０００円、続きまして、次

のページの表の上から３行目、障害者自立支援認定

審査会の委員報酬９万６，０００円、その下の身体

障害者福祉事業費の自動車借り上げ料１５万７，０

００円、次の下の枠になりますが、会計年度任用職

員の報酬６５万５，０００円、その下の枠の精神障

害者福祉事業費のうち地域活動支援センター基礎

的事業費の補助金２８万７，０００円、これらはい

ずれも事業費の実績見込みにより減額補正するも

のでございます。 

 同じく一番下の枠になります、健康福祉施設管理

費のうち１行目の立野庁舎管理費と、１２行目にな

ります日高東部健康福祉センターの光熱水費、３行

目の城崎健康福祉センター管理費から１４行下の

但東健康福祉センター管理費までの運営委託料、こ

れは指定管理料なんですが、これの減額は、エネル

ギー価格の増嵩を見込んでおりました指定管理料

なんですけれども、国のエネルギー価格高騰対策が

実施されたことによりまして、当初の見込みよりも

施設管理に係る光熱水費の減少が見込まれること

から、その支援により減少する金額相当分について

指定管理料の減額を行うものでございます。 

 次に、１８９ページをご覧ください。表の一番上

になります障害者（児）自立支援給付事業費のうち

グループホーム低所得利用者家賃助成支援費１２

８万４，０００円、障害福祉サービス費の１，６３

６万１，０００円、合わせて１，７６４万５，００

０円の増になりますが、こちらは昨日の質問にもご

ざいましたが、グループホームの入居者の増加とか
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家賃の増額、それからサービスの受給者や利用料の

増加ということを受けまして、当初の見込みよりも

増加をしてきている部分について増額補正を行う

ものでございます。 

 なお、４行目になりますが、地域生活支援事業費

の１８５万８，０００円、８行目の障害者基幹相談

支援事業費４２４万８，０００円、下の枠になりま

すが、住居確保給付金支給事業費１６７万８，００

０円は、いずれも事業費の実績見込みにより減額す

るものでございます。 

 次に、歳入について、１５１ページをご覧くださ

い。上から２つ目の表の３行目、障害者（児）自立

支援給付費負担金８１８万円でございます。こちら

は先ほど説明をさせていただきました障害者（児）

自立支援給付事業費のうち障害福祉サービス事業

費の国庫負担分、補助率２分の１に相当する分でご

ざいます。 

 それから、その下の表になります、真ん中の枠で

す。２行目、介護保険指定機関等管理システム改修

事業費補助金８万３，０００円、こちらは先ほど説

明をいたしました介護保険指定機関等管理システ

ム改修業務に係る国の補助金でございます。 

 １５３ページをご覧ください。一番下の表になり

ます。１つ目の枠の４行目、障害者（児）自立支援

給付費負担金４０９万円ですが、これは先ほど国庫

でも説明させていただきました障害者（児）自立支

援給付事業費のうちの県負担分ということになり

ます。補助率は４分の１となっております。 

 １５５ページをご覧ください。２つ目の表の２つ

目の枠です。一番下になります、障害者自立支援利

用者支援費補助金６４万２，０００円ですが、これ

につきましては先ほどご説明させていただきまし

たグループホーム低所得利用者家賃助成支援費の

県負担分ということになります。補助率は２分の１

でございます。 

 そのほかの歳入につきましては、歳出の補正に伴

って国県補助金等の額を補正するものが中心とな

りますので、説明は省略をさせていただきます。 

 最後に、繰越明許費の補正でございます。１３４

ページをご覧ください。事業名でいいますと上から

５つ目、３の民生費の社会福祉費でございます、住

民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業６，４１

９万４，０００円でございます。住民税の均等割非

課税世帯を対象にした本給付金の支給につきまし

ては、本年の１月中旬から支給を開始をしておりま

す。２月末日現在で、対象世帯８，１３１世帯のう

ちおよそ９３％の７，５８０世帯の支給が完了して

おります。 

 なお、支給に必要な確認書の提出期限につきまし

ては、来る３月２９日までとしておりますことから、

期限間近に確認書の提出があったものについては、

審査等を行った後、支給ということになりますので、

４月以降の支給決定となりますため、令和６年度に

所要額を繰越しを行うものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 高年介護課、和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 高年介護課分につ

きましては、額が確定したもの、または実績見込み

による補正でございます。 

 歳出です。１８７ページをお願いします。表の一

番下、但東健康増進センター管理費３４万７，００

０円の減額でございます。施設の長寿命化を図るた

め修繕工事等を行うこととした当該施設におきま

して、実施設計業務の入札減によるものでございま

す。 

 １８９ページをお願いします。下の表の一番上の

枠、介護保険事業特別会計繰出金５，６０５万７，

０００円の減額です。これにつきましては、先ほど

第１８号議案で可決いただきました令和５年度豊

岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）の一

般会計繰入金の減額に対するものでございます。 

 その下、老人クラブ活動事業費、長寿祝福事業費、

住宅改造費助成事業費、老人保護措置事業費、これ

らの事業につきましては、全て実績見込みによる減

額でございます。 

 その下、民間老人福祉施設助成事業費１億８３２

万８，０００円の減額です。公募により予定してお

りました介護施設の整備について応募がなかった
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こと、また、介護施設の環境整備の入札減に伴う補

助金の減額によるものでございます。１００％県補

助でございます。 

 次に、歳入です。１５５ページをお願いします。

下の表、３枠目、老人クラブ活動費補助金３９万３，

０００円、人生いきいき住宅助成事業費補助金３３

万３，０００円、その下の地域介護拠点整備費補助

金１億８３２万８，０００円の減額は、先ほど歳出

でご説明申し上げました老人クラブ活動事業費、住

宅改造費助成事業費、民間老人福祉施設助成事業費

の減額に伴う県補助金の減額でございます。 

 次に、繰越明許費補正についてご説明申し上げま

す。１３４ページをお願いします。事業名の上から

６枠目、緊急通報システム整備事業費２３９万円で

ございます。これにつきましては、消防本部に設置

しております緊急通報システムの本体機器の更新

で、今年度予定しておりましたが、通常１か月で納

品されるシステム機器が半導体の不足により納品

までに５か月程度かかる見込みとなりまして、年度

内の整備が困難となったことによる繰越明許費と

するものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の補正で主なものについて説明したいと思いま

す。 

 １８５ページをお願いします。一番下の枠の一番

下です。国民健康保険事業特別会計（直診勘定）繰

出金ですが、資母診療所の決算見込みによりまして

繰出金を減額するものです。 

 次に、１９５ページをお願いします。そのページ

の一番上です。総合健康ゾーン健康増進施設管理費、

それから総合健康ゾーンの運営事業費については、

決算見込みにより減額するものです。 

 その次の枠の一番上、人件費になりますが、各事

業の実施見込みによりまして、事業に従事いただく

会計年度任用職員さんの報酬を減額するものです。 

 そこから７つ下の健康診査事業費ですが、主にす

こやか市民健診の業務の決算見込みによりまして

減額するものです。 

 その枠の一番下から４つ上、歩いて暮らすまちづ

くり推進事業費ですが、この主な補正は、ポイント

制度の報償金の決算見込みによりまして減額する

ものです。 

 次に、その１つ下の枠、予防接種事業費ですが、

国からの認定があった方１名分の予防接種健康被

害救済給付金になります。死亡一時金と葬祭料が内

容となっております。 

 次に、一番下の枠、公立豊岡病院組合負担金です

が、今年度の分賦金の確定によりまして減額するも

のです。 

 次に、１９７ページをお願いします。一番上の枠

の診療所事業特別会計繰出金につきましては、各診

療所の決算見込みによりまして繰出金を減額して

います。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、１５１ページをお願いします。

上から２つ目の枠の、そのうち３つ目になります、

新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担

金については、予防接種健康被害救済給付金に対す

る国の負担で、１０分の１０の補助率になります。 

 次に、１５５ページをお願いします。一番下から

２つ目の枠になります。健康増進事業費補助金です

が、主に健診業務の決算見込みにより、県からの補

助金を減額するものです。 

 次に、１６１ページをお願いします。一番下から

２つ目の枠になります。高齢者の保健事業と介護予

防の一体的実施事業受託収入については、受託業務

の決算見込みによりまして、兵庫県後期高齢者医療

広域連合からの補助金を減額するものです。 

 次に、１６３ページをお願いします。一番上から

２つ目になりますけども、各種健診弁償金ですが、

すこやか市民健診業務の決算見込みによりまして

健診弁償金を減額するものです。 

 次に、そのページの一番下から上に向かって６行

目です。総合健康ゾーン健康増進施設については、

決算見込みによりまして、事業者からの光熱水費等

使用者負担金を減額するものです。 
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 健康福祉部は以上になります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦、第１５号議案の審査を中

断をいたします。 

 次に、第３５号議案、令和６年度豊岡市一般会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、一般会計

補正予算（第１号）についてご説明をさせていただ

きます。 

 議案の４１ページをご覧ください。４１ページの

説明欄でご説明をさせていただきます。一番上の表

の１行目、豊岡健康福祉センター管理費のうち、設

計に関わる投資委託料２５７万４，０００円の減額

についてでございます。この投資委託料は、新文化

会館整備事業に関連をしまして、豊岡健康福祉セン

ターの所要の改修工事を行うための設計に係るも

のでございますので、予算額から減額するものでご

ざいます。 

 続いて、歳入でございます。３９ページをご覧く

ださい。２つ目の表の１行目です。社会福祉施設整

備事業債２３０万円につきましては、先ほどの説明

をさせていただきました投資委託料に係ります財

源とするもので、その減額に伴い減額とするもので

ございます。 

 戻っていただいて、３２ページをご覧ください。

第２表、地方債補正でございます。２つ目の表でご

ざいます。社会福祉施設整備事業費についてでござ

いますが、こちらも先ほどの豊岡健康福祉センター

の設計に係る委託料の減額に伴って、地方債につい

ても減額補正とするものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦、第３５号議案の審査を中

断をいたします。 

 以上でくらし創造部、市民部、健康福祉部に係る

一般会計補正予算の説明及び質疑は終了しました。 

 分科会を暫時休憩をいたします。 

午前１０時２１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３６分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、委員会を再開を

いたします。 

 それでは、こども未来部、観光文化部、教育委員

会の所管部分について審査を始めます。 

 説明、質疑、答弁に当たりましては、くれぐれも

要点を押さえ簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事

進行に格別のご協力をお願いをいたします。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いをいたします。 

 初めに、第４号議案、豊岡市立市民交流広場及び

豊岡市立こども広場の指定管理者の指定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 議案書の５３ペー

ジをご覧ください。第４号議案、豊岡市立市民交流

広場及び豊岡市立こども広場の指定管理者の指定

についてです。 

 これは、引き続き現管理者であるアイティ豊岡都

市開発株式会社を指定しようとするものです。 

 指定期間につきましては、令和６年４月１日から

３年間としています。 

 施設の概要などは５５ページ以降に添付してお

りますので、ご確認いただきますようお願いします。

以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 去年もいろいろとあったんで

すけれど、その後、改善だとか、今、どういう状況
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になられてるのか、ちょっと教えてください。 

○委員長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 利用者数のことで

よろしいですか。 

○委員（田中藤一郎） はい、と含めて、はい。何か

ありましたら。 

○こども未来課長（若森和歌子） 含めてですか、は

い。 

 利用者につきましては、この２月、２０２３年度

４月から２月までで、２０２４年の２月までで、利

用人数としては３万６，１１７人となっています。

有料の利用者数につきましては、３万３，７１８人

になっています。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 前回のときも言ってたところ

なんですけれども、これ、スタートがアイティ関係

の中で、アイティ自体が商業施設というふうな意味

合いの中で、ある意味関係ないっちゃ関係ないとこ

ろではあるんですけども、スタートラインがアイテ

ィの来客数もこれによって増やしていくと、そうす

ることによって、商業施設のアイティの運営もうま

くいくというふうな要素もかなり、当時そういう議

論をしていきながらのスタートですので、要は前回

のときに指定管理料をアップして、財政的なところ

をフォローアップをしてるんですけれども、考え方

として、どう３万人を４万人に、５万人にしていく

かっていうふうな要素もありますので、例えば今は

料金を取る機関もあるんですけども、そういった、

人、たくさんの人に来ていただけるような施策って

いうんでしょうか、事業展開もしなければならない

と思うんですけども、その辺りの認識だったり、何

か計画等々は考えられておられますか。 

○委員長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 今現在、利用料金

の減額ということは考えてはおりません。 

 これまで以上の、今年度以上の取組ということで

は、例えば１２月、昨日ちらっと言いましたけれど

も、条例改正をさせていただいて、開設の時間を９

時半と、３０分前倒しにすることとか、あとは、予

約についてはＬＩＮＥで予約、簡単にできるような

予約の変更をさせていただいているというところ

です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） アイティ都市開発

のほうともいろいろと話をしておりまして、利用者

アンケートを取りました結果、ニーズの高い遊具と

いうものがありますので、そういったもの、例えば

ですけれども、ボールプールでありますとか鉄棒と

かっていうものを利用者の方は要望されてて、我々

としては繰り返し来ていただけるような魅力ある

施設にやっていく必要があると思っていますので、

そういったものも導入できるかどうかっていうこ

とも前向きに検討しているところです。 

 それから、前回も申し上げましたけれども、公共

交通の利用アップとアイティのこども広場との関

係で、コラボみたいなことができないかっていうの

も研究はしているところです。 

 ですから、今想定される部分以上のことが何かで

きないかなっていうのはいろいろと議論をしてい

るところです。決まったことじゃないですけども、

現状をお知らせしときます。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 以前、一般質問の中でも芦田

委員長が無料期間をつくったりとかして、できるだ

け利用者数を増やしていってもらったらいいんじ

ゃないかとか、要は今まで利用されてない方に対し

てどういうアプローチをしていくか、それが一つの

きっかけとして、期間限定だったり、小さなお子さ

んがおられる平日の時間帯だったり、そういうふう

なところでたくさんの方がどういうふうに利用し

てもらえるかっていうところをまず考える。それは

一つの方法として無料だったり、そういったことに

よってきっかけをして、その施設自体が楽しいな、

また来たいな、今度ちょっと料金払ってでも利用し

たいなっていうきっかけづくりっていうのが、実は

一番大事なところで、民間企業でいいますと、ソフ

トバンクが毎月Ｙａｈｏｏ！ＢＢのところで無料

でソフトを配ったりだとかして、まず、使ってもら
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う、それとか、ＰａｙＰａｙとかでも何かすごいキ

ャッシュバックをしたり、無料でしたりだとか、何

かいろいろ、そういう利用を、まず使ってもらうこ

とによってそのよさを知ってもらうっていうこと

が、ちょっとこれ、商業的な要素になるんかもしれ

ないんですけども、やはりそういったすばらしい施

設であるのであれば、そういったところをどういう

ふうに表現していくかっていうことをしてもらう、

そうすることによって利用者数が増えて、前回は指

定管理料プラスしましたけども、それまでペイでき

るような改善もつながっていくのかなというふう

に思いますので、その辺りは、すぐに答えができる

かどうか分かんないんですけども、そういう考え方

を持っていただきたいと思うんですけど、部長、そ

の辺り、どうですか。 

○委員長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） アイデアとしては、

これは中の協議でもやってましたけども、新生児の

健診のときにそういう無料券を配るっていうよう

なことは大事だろうなと思っています。 

 アンケートを取りましても、利用者の多いのはや

っぱり市街地が一番多くて、遠方の竹野、城崎、但

東の辺り、やっぱり少ないというところがあります

ので、そういった部分の意味では、さっきおっしゃ

られた、委員がおっしゃられたように、無料券を配

ってきっかけづくりというのは大事だと思ってい

ますのと、指定管理者側から提案いただいておるの

は、市外にもさらに目を向けてＰＲしていきたいと

いうことを聞いておりますので、香美、新温泉、そ

れから京丹後へのＰＲ活動を強化して、対象のお子

さん方に繰り返し来ていただくような、北近畿では

ない施設だというふうに思っていますので、北但馬

といいますか、ではない施設だと思っていますので、

そういったところへの魅力発信をやっていくとい

うようなことを聞いております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） もちろん最初のア

プローチといいますか、１回目というのも大事だと

思います。１回目については、管理組合がアイティ

豊岡都市開発から無料券を購入されて、無料券を配

布されているということもあります。それは使用料

の中に収入として入っています。 

 あと、２０２３年の９月から１か月程度取らせて

もらったアンケートでは、リピーターの方が、２回

から５回とか、それから６回から９回とか、リピー

ターの方が多いので、やはりこのリピーターをさら

に増やしていくなど、そういったことも重要だとい

うふうに考えています。 

 今すぐどうこうっていうのは、ごめんなさい、で

きないんですけれども、そういったのを組み合わせ

ながら利用者の方の満足度も一緒に図っていきた

いというふうに思っています。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やはり利用者の方がどれだけ

満足して、ある意味今後の運営自体をしっかり、あ

る意味ウィン・ウィンの関係といいましょうか、お

互いがお互いを呼び寄せながら、よい関係づくりを

していただくことが、もう大前提になっております。 

 あと苦言的に言いますと、やはり利用者数が減れ

ば、前回のような指定管理料のちょっとお金が足ら

ないというようなことが今後考えられないような、

また、ちょっと増やさなければ運営できないような

状況がないようにだけ、しっかりと両方、大変やと

思うんですけれども、しっかりとやっていただけれ

ばなと思います。これ意見でいいです。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第４号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。 
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午前１０時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 分科会を再開します。 

 まず、第１５号議案、令和５年度豊岡市一般会計

補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、所管に関わる

歳出、続いて歳入、繰越明許費、債務負担行為及び

地方債の順で一気に説明をお願いをいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 質疑は、説明の後、一括して行います。十分な質

疑時間を確保するため、当局には不用額等の減額の

場合は高額な部分、また、特に必要があると思われ

る部分を説明いただくよう依頼しており、そのよう

な部分がない部署からは説明がありませんので、委

員の皆さんはそのようにご理解をお願いをいたし

ます。もちろん質疑は可能です。 

 それでは、こども未来部から順次説明をお願いを

いたします。 

 こども未来部こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料１９１ページ

になります。上段の真ん中辺り、養育支援事業費で

す。こども未来課分については、６２万１，０００

円の減額となってます。助産師の専門的支援や育児

家事援助の委託料について、執行見込みを考慮しま

して、６２万１，０００円減額するものになります。 

 それから、同じく１９１ページ、先ほど田中委員

がおっしゃっていただいたこども広場の関係にな

ります。市民交流広場及びこども広場の指定管理料

の、すみません、増額になります。１２９万４，０

００円の指定管理料の増額になります。指定管理料

の増額につきましては、これまでから指定管理者に

ついては、増額は難しいということで、経費削減な

どの経営努力で何とかしてもらってきていました。

１２月の委員会のこの席でも、収入の減少について

は指定管理者が負担してもらうものというふうに

発言をさせていただいています。ただ、その後、指

定管理者において、優待券の販売とかも行っていた

だいたのですけれども、これ以上の経費削減は難し

いという相談がありまして、協議を行いました。市

としましては、指定管理との協議で、管理者さんと

の協議で決めたとは言いましても、利用者数の見込

みの誤りについては、やはりちょっと市にも責任が

あることなので、一方的に責任を転嫁することはで

きない、それから、これ以上の経費削減につきまし

ては、施設を安全に適切に運営できない、利用者に

影響を及ぼすことにつながるということから、やむ

を得ず、不足する経費として、指定管理料の増額を

お願いするものです。申し訳ないです。増額する１

２９万４，０００円については、指定管理者の決算

見込額から算出しておりまして、補正前の指定管理

料を含んだ収入見込額が２，２６２万６，０００円

に対しまして、歳出については２，３８０万２，０

００円となっています。差額が１１７万６，０００

円となっていますが、この金額については税抜き金

額になりますので、税込みで１２９万４，０００円

という形になります。したがいまして、今年度の指

定管理料につきましては、当初１，３７１万９，０

００円だったものを補正させていただいて、１，５

０１万３，０００円とさせていただきたいと思いま

す。 

 次に、資料の１９５ページになります。上から２

枠目の真ん中辺り、母子保健の事業費です。いずれ

も各事業の実績見込みによる減額になります。９７

５万１，０００円の減額です。業務委託料では新生

児聴覚検査業務委託料、それから乳幼児健診業務の

委託料、交付金では出産・子育て応援交付金、それ

から妊婦健康診査費助成金、旧制度の特定不妊治療

費の助成金の減額になっています。 

 次に、歳入になります。資料１５１ページ、国の

補助金、児童福祉費補助金になります。上から２行

目、養育支援事業２０万７，０００円のうち１８万

５，０００円の減、それから資料１５５ページ、県

の補助金、児童福祉費補助金になりますが、下から

３枠目、上から３行目になります、２０万７，００

０円のうち、同じく１８万５，０００円の減額にな

ります。 
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 次に、資料１６１ページをご覧ください。上から

５行目、地域振興基金の繰入金です。こちらでは１，

２５０万円の減額となっていますけれども、こちら

に１００万円のこども広場及び市民交流広場の指

定管理料の増額について、こちらのほうの費用が含

まれています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） こども支援課につ

きましては、全て実績見込みによる減額ですので、

説明は省略させていただきます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 観光文化部文化・スポー

ツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私のほう

から、スポーツ分野に関する説明をまずさせていた

だきたいと思います。 

 まず、歳出です。２２５ページ、お願いいたしま

す。一番下の枠でございますが、生涯スポーツ振興

事業費の補助金５０万円の減ということなんです

けど、こちらにつきましては、昨年６月に但馬ドー

ムで日本女子ソフトボールの豊岡大会があったん

ですけども、補助金額を超える黒字決算だったとい

うことから、不交付ということで扱ってございます。

６年度はまた６月１５、１６と但馬ドームで同様な

大会が開催されますので、特に議長さんにも実行委

員会に参画していただいておりますし、非常にご協

力頂戴しておりますので、チケット販売等もまたあ

ると思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 続きまして、２２７ページでございます。１枠目

から３枠目には各施設の管理費が上がってるんで

すけども、こちらについては、所要額精査による不

用額の精算ということでございますが、そのページ

の２枠目の２項目めに総合体育館の管理費という

のがございます。整備工事費、１，０００万円減額

をしておるんですけども、こちらにつきましても、

工事費の精査による減額ということになります。 

 続きまして、歳入でございますが、１６１ページ

をお願いいたします。繰入金というのがございまし

て、そこから、上から６枠目に公共施設整備基金繰

入金というのがございます。このうち、文化・スポ

ーツ振興課の総合体育館の関係で、改修工事も終わ

り、４５７万９，０００円の減額が文化・スポーツ

振興課分の総合体育館の分となります。 

 それから、１６５ページでございます。雑入の真

ん中の辺りに事業助成金ということで、スポーツ振

興くじ助成金がございます。１，９８４万４，００

０円ですが、こちらにつきましては、総合体育館の

大規模改修に係る日本スポーツ振興センターの助

成金の交付決定による増額です。 

 続きまして、１６７ページでございます。下から

３枠目に保健体育施設整備事業債がございますが、

植村直己スポーツ公園と、それから総合体育館の大

規模改修事業の減額があるんですけども、こちらも

事業費見込みの精査によるものでございます。 

 続きまして、地方債です。１３９ページお願いし

ます。上から１１行目に保健体育施設整備事業債と

いうのがございまして、この２つの事業につきまし

ても、事業費見込みによる限度額の補正ということ

で報告をさせていただいております。 

 スポーツのほうにつきましては以上でございま

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） まず最

初に、歳入をご説明させていただきます。資料は１

７７ページをお開きください。中ほどになります。

城崎国際アートセンター事業費ですが、１５１万８，

０００円の減額です。主なものといたしましては、

アーティスト・イン・レジデンス事業に係る委託料

の減額というふうになります。 

 次に、２２５ページをお開きください。一番最初

の行です。市民会館等自主事業費３７４万１，００

０円の減額ですが、これにつきましては、予定して

いたアーティストが変更になったことによる減額

となります。事業数につきましては、当初の予定ど

おり８事業、年間８事業を実施いたしております。 

 各施設の管理費につきましては、精査による減額
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となります。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。

１５３ページをお開きください。中段からやや下側、

社会教育費補助金、説明欄の文化芸術振興費補助金

１８５万９，０００円の増額ですが、補助率を当初

３０パーで見込んでおりましたが、申請した事業内

容の評価がかなり高く、６パー程度上方修正された

ことによる増額となっております。 

 次に、１６５ページをお開きください。上段の中

ほどになります。市民会館等入場料２４３万４，０

００円の減額ですが、自主事業の変更によるチケッ

ト収入の減によるものです。 

 続きまして、繰越明許費の説明をさせていただき

ます。１３４ページをお開きください。一番上、城

崎国際アートセンター管理費３，７２６万３，００

０円の繰越しですが、消防用自家発電設備更新工事

に係る予算の繰越しです。自家発電設備については、

発注してから生産されるため、今年度中に設備が完

成しなかったことによる予算の次年度への繰越し

となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 私から

は、文化財室分について説明させていただきます。 

 まず、歳出をお願いします。２２１ページをご覧

ください。２２１ページ、下から８行目、人件費５

９８万５，０００円を減額している中で、その中で

埋蔵文化財発掘事業分５２８万４，０００円を減額

しています。 

 続きまして、２２３ページをお願いします。２２

３ページ、上段の埋蔵文化財発掘事業費２１１万７，

０００円を減額し、先ほどの人件費と合わせ、７４

０万１，０００円の減額となります。減額の理由は

事業の精算となりますが、１件、民間事業者の自己

都合による発掘調査の事業延期となりまして、本年

度の人件費、事業費合わせ、６１０万円を減額しま

して、次年度に事業を行うものです。 

 続きまして、歳入についてご説明させていただき

ます。１６３ページをご覧ください。１６３ページ

の一番下の行となります。埋蔵文化財発掘調査負担

金７０４万２，０００円を減額しております。先ほ

どの民間事業延期に伴う６１０万円が含まれてい

ます。 

 文化・スポーツ振興課からは以上となります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 新文化会館整備推進室、

櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） まず、歳

出です。２２５ページをご覧ください。２２５ペー

ジ、上の升の一番下になります。業務委託料のうち、

今年度の整備工事の着手が不可能となりましたの

で、工事に対する技術支援業務費を減額いたします。 

 続いて、歳入でございます。１６１ページをご覧

ください。１６１ページ、上の升の下から２升目で

す。公共施設整備基金、このうち３８０万円を減額

とさせていただきます。 

 続いて、繰越明許費でございます。１３５ページ

をご覧ください。１３５ページ、上から４升目にな

ります、新文化会館整備事業費です。１１億３，２

０２万６，０００円を繰り越しするものでございま

す。これは今年度の契約が不可能となりました整備

工事費と先行して実施してる土壌対策工事につい

て、関係法令の手続等に不測の日数を要しましたの

で、年度内の完成が困難となりました。よって、土

壌対策の工事費の一部と施工管理や地域指定の法

律等の網を解除する申請業務等の委託料を繰り越

しするものでございます。 

 説明は以上です。これで観光文化部の説明を終わ

ります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 教育委員会教育総務課、

木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、続きまし

て、教育委員会分となります。 

 初めに、教育総務課分をご説明させていただきま

す。 

 まず、歳出でございます。１６９ページをお開き

ください。一番下の枠、上から３行目の基金管理費

でございます。財政調整基金積立金３０万円とござ



 17

いますが、これは各課の差引きの上での３０万円で

ございまして、教育総務課分につきまして、１００

万円を計上いたしております。これは市内個人から

の寄附金１００万円を寄附者の意向に沿いまして、

２０２５年度予算編成において、コミュニケーショ

ン教育等、豊岡の特色ある教育に活用するため、一

旦財政調整基金に積み立てるものでございます。 

 そのほかは精算による減額となっております。 

 次に、歳入てございます。１５９ページをお開き

ください。上から３つ目の表でございます。下の枠、

教育総務費寄附金１００万円でございます。これは

先ほど説明いたしました市内個人からの寄附金で

ございます。 

 次に、１６５ページをお開きください。下の表の

上から３つ目の枠、児童福祉施設整備事業債でござ

います。こちらは西保育園分といたしまして、１１

０万円を計上しております。１２月の補正予算で債

務負担を設定いたしました空調設備更新事業につ

きまして、今年度行いました実施設計業務について、

公共施設等適正管理推進事業債を充当するもので

ございます。 

 そのほかは精算による減額となっております。 

 次に、地方債補正でございます。１３７ページを

お開きください。一番上、追加の表になります、児

童福祉施設整備事業債（西保育園）分でございます。

これは先ほど歳入で説明しましたとおりでござい

ます。 

 そのほかは精算による減額となっております。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 学校教育課、寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 学校教育課関連の歳

出予算につきましては、全て不用額の精算による減

額となりますので、説明を省略させていただきます。 

 次に、歳入です。１５３ページをご覧ください。

国庫補助金、上から５枠目、教育総務費補助金、学

校安全特別対策事業費補助金です。これはスクール

バスの置き去り防止装置の設置に係る補助金で、事

業費を減額しましたが、２分の１補助金を見込んで

いたところ、定額補助が適用されたため、補助額が

増額したものによります。 

 そのほかの歳入につきましては、実績見込みによ

る減額となっております。 

 次に、債務負担行為です。１３６ページをご覧く

ださい。通学バス運行管理業務及び通学バス車両更

新につきましては、入札結果に合わせて、限度額を

減額するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 幼児育成課、吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） まず、歳出のほうで

す。１９１ページをご覧ください。１９１ページ、

２枠目の真ん中辺りになります、放課後児童クラブ

整備事業費になります。今年度、新田放課後児童ク

ラブと神美放課後児童クラブの改修工事、それと八

条第２放課後児童クラブのエアコン移設、それと日

高放課後児童クラブの実施設計をいたしました。こ

れに伴いまして、工事管理費、実施設計、工事費等

の不用額を減額するものでございます。 

 その他につきましては、全て実績見込みによりま

す精算という形になりますので、説明のほうは省略

させていただきます。 

 続いて、歳入です。歳入のほうも、国、県等の補

助金、負担金等ございますが、こちらのほうも実績

見込みによります精算という形になりますので、説

明は省略させていただきます。 

 続きまして、債務負担行為補正です。１３６ペー

ジをご覧ください。１３６ページの一番下になりま

す、認定こども園通園バス運行管理業務についてで

す。こちらのほう、竹野認定こども園の通園バスの

運行業務委託料になりますが、入札によりまして減

額となりましたため、１，５４５万円を１，４１５

万１，０００円に変更するものでございます。 

 以上で教育委員会の説明を終わります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何点かお願いしたいなという

ふうに思っております。 

 まず、先ほど言ってましたアイティで気をつけて
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ほしいないうのは、もう前回のときにも結構強めに、

優しかったんかもしれません。ただ、今回も出てき

たというふうなところで、いろんな協議をされてき

たというお話は聞いたんですけど、まず、アイティ

豊岡都市開発ですか、は実際の決算でいうと、かな

り黒字が出てるんですけども、どういうんでしょう

か、そういった分野分野だけの黒や赤字っていうん

か、経費だとかいうふうな考え方で述べられていて

はるのか、その辺り、どうなんですか。一応、僕が

ちょっと今、ホームページでほかの話ちょっと飛ば

して調べますと、令和４年度では１，７００万円黒

字です。減価償却が３，４００万円です。合わせま

すと物すごい利益が出とるわけですけども、１２０

万円も余計のそこから負担をしなければならない

状況なのか、その辺り、例えば社協なんかでいいま

すと、いろんな分野を、黒字のところがあったり赤

字のところを、お互いを補填し合いながらやってき

て、それでもどうしても苦しくなってきたというこ

とでちょっとそういったお金を市のほうが補填し

たりだとかいうふうな状況下のある中で、アイティ

豊岡都市開発ですか、これだけの黒字を出てて、な

ぜ１２０万円もまた新たに要求されるのか、その理

屈がちょっと僕には理解できないんですけども、そ

の辺り、理解した上でやられてるのか、都市開発さ

んのただただ話だけで丸のみをしてやられてるん

か、その辺り、ちょっと教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） アイティ豊岡都市

開発株式会社に委託していますが、この指定管理は

ちょっとまた別というか、それだけの単体での予算

決算になるかなと思います。 

 あと、努力の部分、先ほど説明もさせていただき

ましたけども、こっちが想定人数をかなり大きく見

込み誤りをしていましたので、その分はやはりかな

り、影響があるかなというふうに、まずは思ってい

ます。 

 それから、指定管理者さんのほうの努力がないか

っていったら、そういうわけではなくて、人件費で

ありますとか、あと光熱水費でありますとか、それ

から、自分たちでできる部分でお掃除していただく

など、かなり努力をしていただいていますので、こ

の増額分については、１，０００万円ぐらいほどの

収入の見込みが全くないような、当初考えていた収

入の減になっていますので、やはり指定管理者さん

だけの責任にはできないかなというふうに思って

上げているところです。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 単体的なところでいうと、今

言われてるような理屈は通るかもしれないんです

けど、このアイティ豊岡都市開発ですか、これ、豊

岡市からのほかの指定管理だとか、いろんなお金を

そこに投入されている状況、その全体の中でやっぱ

りここは支えなあかんだとか、これもアイティ、先

ほど言いましたように、これ、商業施設の中でこれ

を運営するための、どういうんでしょうかね、ある

意味人を来ていただけるためにわざわざつくった

っていう立てつけで来てますから、何かそれだけで

言われると、ちょっと僕らから言わせれば、これだ

け利益出てるのに、なおかつ、また、微々たるお金

かもしれません、でも、１２０万円っていうふうな

お金を出すっていうのが、ちょっと僕の認識だった

りいうようなところでいいますと、交渉だったり、

ほかの全体像が分からなくて個々の話をされて言

われとるかもしれないんですけど、部長、どうです

か。何か僕ら、ちょっと理屈が非常にいかがなもの

かなっていうふうにどうしても思ってしまうんで

すけど、どうでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） 初回の頃、３年間

といいながらも、２年少しですけれども、当初の指

定管理料は１，３７０万円ということに対して、利

用者収入が２，０００万円余りということなんです

けど、トータルとして指定管理料と利用者収入で運

営する施設の想定をしておりましたですけれども、

さっき課長が言いましたように、全体のかけられる

予算が狭まってきた関係で、安全管理に関わるもの

を、安全点検の数を減らされたり、衛生管理の部分

も減らされたりしてきておりますので、そこは市と
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してはこれ以上減らせないということがあって、そ

ういった部分で今回、ある程度の管理をしてほしい

という意味で追加を補正させていただいておりま

す。 

 年度の協定書っていうのを組んでおりまして、利

用者想定が大幅に下回ったっていうのは、あくまで

これ、不可抗力といいますか、市の見込みが甘かっ

たというようなことも議会で申し上げさせていた

だいておりますので、その部分の市としての責任と

いいますか、そういった意味で今回の部分も追加と

いうことでさせていただいております。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと僕から言うと、なめ

られてるかなって。やっぱり全体像を見た中で、ア

イティ都市開発が本当にぎりぎりの決算だったり

いうような状況下の中で、やっぱりそこはある意味、

あうんの呼吸とは言いませんけれども、何のために

そこを入って一生懸命努力して、来客数だったり増

やしていく努力を本来ならアイティ都市開発がせ

なあかんことですわ。これでどんどんどんどん、ま

た減っていけば、アイティの存続問題に関わってく

る大きな問題を一つでも解決するために、こういっ

た施設を子供さんをしてる方々をアイティに呼ん

でもらうためにやってるわけなんで、ちょっとそこ

はやっぱりもっとしっかりとした全体像を持って

話をしていかないと、相手の言いなりじゃないんで

すけど、これ以上、これ税金は市民のお金ですから

ね、その辺の認識は物すごく取ってもらって、今回

はもう今さらかもしれないんで、来年度は逆に減ら

すぐらいの形の話をやっぱりしっかりやっていか

ないと、幾らでも相手はお金が、指定管理料だとか、

計算が合わないんでその補填をしてください、して

くださいっていうふうな話にもうなっちゃってま

す、現実的にいうと。そういうようなところはどの

ように来年度、今も来年、令和７年度ですか、に向

けてしっかりとやっていただけることはどうでし

ょうか、やっていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 来年度以降の３年

間は年平均３万３，０００人を見込んで、これまで

の実績を勘案して３万３，０００人の利用者がある

想定で組んでいます。当初、これすごく、コロナ前

の計画だったりとかして、かなり期待も大きかった

んですけれども、これからは実績に応じて利用者人

数を設定してますので、その中で本当に利用者数を

増やして満足度を高めていくしかないなというふ

うに思っています。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 落としどころも考えないとい

けないかもしれないんだけれども……（発言する者

あり）ちょっとちょっと静かにして。 

 やっぱりしっかりとした形をしてもらわないと、

特にアイティは今後事業としての、本体自体ですよ、

運営自体に関わってくる、物すごい重要なところに

なってきますので、やはりその辺りもっとしっかり

とした全体像の中でやっていただかないことには、

やっぱりこれまた、来年度っていうふうなところに

同じようなものが出てきてるようであるならば、こ

れは本当に我々にとってもしかるべき対応といい

ましょうか、考えていかなければならない。これは

なぜかといったら、１，７００万円も利益が出て、

減価償却合わせれば４，０００万円近いお金を合わ

せて出てるわけですから、その辺りのところをやっ

ぱり考えていただきたいんですけど、その辺り、ど

うですか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） 指定管理者との協

議については、昨年末以降、今回の指定管理を受け

るに当たっての利用者増に向けた取組であるとか、

いろんなことを協議をしています。 

 契約につきましても、リスク分担のこともあるん

ですけれども、書き切れない部分も含めて、市の役

割、それから指定管理者としてどう増やしていくか

っていうことの表れとして、新たな遊具であります

とか、豊岡以外のところでも強く利用者増に向けた

取組を進めようとしていますので、そこは委員のお

っしゃったようなところを我々も強く申し上げて

るところです。ほかの事業の利益の部分については、
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強くは申し上げておりませんでしたので、そこも含

めてやっておりますが、やらせていただきたいと思

っておりますが、あくまでも担当部署だけでなく、

副市長以下で協議を進めてるということはご理解

いただきたいと思います。担当レベルを超えて副市

長以下で協議をしております。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それにしちゃあ、甘々になり

そうなんで、気をつけていただきたいなという要望

というか、本当にちょっと僕がそういうふうなこと

があった、ちょっと調べただけでも、こういった状

況下になってしまってるっていうことはやっぱり

考えてもらわないと、こんだけ財政が厳しい厳しい

厳しい厳しいって言われてる中で、やっぱりそこは

もうちょっとしっかりやって、社長も市役所ＯＢな

んだし、やっぱりその辺はしっかりと話をするって

いうとこは、しつこいようですけれども、副市長、

市長をはじめとしたところを、今回のはもうしっか

りと伝えていただきながら、今後の課題としてやっ

ていただきたいんですけども、そのように捉えてよ

ろしいですか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） 努力をさせていた

だきます。今日のこの委員会の前も都市開発と協議

をしてきましたし、今週末にかけても、また、都市

開発を含めた関係者と協議をする予定にしており

ますので、そういったご意見があったということを

強くお示ししたいというふうに思います。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 熱くならないうちに、次のち

ょっと柔らかいのをもう１点だけお願いしたいと

思います。 

 学校の予算に関して、最近は割合的なところでい

うと、この間もちょっと順位が、市がかけてる教育

費がちょっとずつ上がっていってるようなところ

であるんですけども、やはり設備等々の中でまだま

だ不十分なところがあって、あるんではないかなと

いうふうに感じてるんですけども、予算的なところ

でいいますと、足りてるのか、不十分なのか、満足

なのか、その辺り、全体像になるんですけども、い

かがでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 予算足りてるのかと

いうようなお話でございますが、査定されてついた

予算については、必要な要求順に沿って執行をさせ

ていただいております。現状といたしましては、や

はり学校からの要望については全て賄っていける

ような予算額ではないということは確かでござい

ます。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 次長を中心にしっかりとタッ

グを組んでいただいてやっていただきたいなって

いうふうに思います。やはりこれって、教育はやっ

ぱり一番大事なところであるので、環境整備だった

り、子供たちがどういう環境下の中で学んでいくか

っていうところらへんで、差はあっては、やっぱり

僕、いけないと思いますし、都市部だとかいうとこ

ろでいいますと、大阪だとか明石とかいうたら物す

ごいお金を投入してやってるんですけど、やっぱり

そういったところで質だとかいうところにおいて

しっかりと守っていただきたいなというふうなと

ころがあるんですけど、もう１点だけ、整備のとこ

ろで小学校の体育館の空調等々はどういうスケジ

ュールで考えられてるのか、ちょっと教えてもらえ

ますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 小学校の体育館の空

調設備でございますが、まず、来年度夏までに中学

校の整備をさせていただきます。その中で、また整

備後の運用費用なども勘案をしまして、また、小学

校のほうも研究をさせていただきたいと思ってお

ります。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 最近、言葉尻をよくこれぐら

いになってきて分かる、研究と検討とはえらい違い

があるんですけど、研究でしょうか、検討でしょう

か。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 
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○教育総務課長（木之瀬晋弥） 実施の必要性も含め

て、検討をさせていただきます。 

○委員（田中藤一郎） ありがとうございます。以上

です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかにありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 田中さんからはやめれって言

われとるんですけども、今、アイティのことでちょ

っと確認だけ、アイティ豊岡都市開発ですか、今、

話の中で１１月にあった文教の、あれは何でしたか、

事務概要の説明のときの資料を見とったんですけ

ど、そうしたら、２０２２年度も指定管理料は１，

３７０万円から１，５３３万円、１６０万円増やさ

れてたんだなというのを気づいたんです。今年はそ

れが、額が１２９万円プラスであるということだと

いうふうに見たんですけど、それで間違いないか、

そして、田中委員が来年のとこも少し触れられまし

たけど、来年のことについては、それこそ昨日、来

年度については８００万円、指定管理料は頭からも

う予算を増やすってことですよね、２２年度、２３

年度はこの年度の途中で、補正で増やして、来年度

はもう頭から８００万円増やすと、そういうことで

いいですよね、確認です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） ２０２２年度は新

型コロナの感染拡大で、１日当たりの受入れの人数

を制限したことによって、補償として１６５万８，

０００円の増額補正となっています。 

 それから、先ほどおっしゃっていただいた来年度

の予算については、８０６万６，０００円の増額で

す。 

○分科会長（芦田 竹彦）  

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 確認させていただいて、あり

がとうございます。 

 担当部署にというか、こういう指定管理料がこう

やって年度途中で増えたりっていうのはよくある

ことなんでしょうか、どうなんでしょう、一般的に。

それ、もし委員の方でも、当局の方でも分かれば教

えていただきたいと。（「後で」と呼ぶ者あり）後

でって言われてますけど、別に今言っていただいて

もええんじゃないかと思いますけど、教えていただ

けないかということです。どうでしょう。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） ちょっと全体のこ

とは、申し上げられないんですけれども、指定管理

料の増額については、本当にやむを得ない、例えば

コロナだったりとか、それから地震だったりとか、

そういう災害の関係だったらちょっとあり得るか

な。あとは、電気代が急に上がったとか、そういっ

たことは指定管理料の増額としては想定できるか

なというふうに思っています。通常は、すみません、

ない話だというふうに認識しています。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。分か

りました。アイティ豊岡都市開発に関しては、今言

った、２０２０年度はコロナが関わってたいうこと

でしょうけど、今年はその話からすれば違うという

ふうに思います。 

 それから、今回、来年度以降については、田中委

員の質問は一番最初、利用者どうやって増やすかと

いうことだったと思うんですけど、今回は３万３，

０００という実績を基にして指定管理料を計算さ

れてるんで、僕としてはそこを基準にして考えられ

てるっていうことで、これをもともとの８万人とか、

あるいは５万人とか、利用者増やすっていう方向で

はなくて、今の利用実績基に運営の計画を立てられ

てるというふうに受け取ってたんですけど、そうで

はないでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 確かに実績をベー

スにしては考えています。ただ、アイティ豊岡都市

開発さん、指定管理者については、優待券の販売と

かもされてまして、それが今後はちょっと厳しいじ

ゃないかなということ、それから今後、子供の数も

対象年齢はどんどん少なくなっているっていうこ

ともありまして、３万３，０００人ということで設

定をさせていただいてます。 
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 それから、やはり高過ぎる想定っていうのは今回

のこのことでも不適切だと判断して、３万３，００

０人として設定をしています。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ちょっと今、横で議論聞いて

て確認したかったことがありましたんで、お聞きし

ました。以上です。ありがとうございました。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦第１５号議案の審査を中断

いたします。 

 次に、第３４号議案、令和５年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 新文化会館整備推進室、櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） ３４号議

案書の１７ページをご覧ください。歳出でございま

す。今年度内の工事契約が不可能となりましたので、

債務負担行為による予算の整備工事費を減額する

ものでございます。 

 次に、歳入でございます。１５ページをお願いし

ます。公共施設整備の基金とその下、県産木材の利

用促進に係る工事費に充当する予定だった森林環

境基金が減額となります。市債につきましては、そ

の下でございます、新文化会館整備事業債が減額と

なります。 

 続いて、債務負担行為になります。債務負担行為

につきましては、７ページをご覧ください。７ペー

ジの債務負担行為です。今年度設定した債務負担行

為を一旦廃止するものでございます。 

 その次、繰越明許費の補正でございます。６ペー

ジをお願いします。６ページの繰越明許費です。先

行して実施している土壌対策工事を除く整備工事

費９億８，５９０万円を減額変更するものでござい

ます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 次に、第３５号議案、令和６年度豊岡市一般会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 新文化会館整備推進室、櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） ３５号議

案の４１ページをお願いします。まず、歳出でござ

います。４１ページの一番下の升、新文化会館整備

事業費でございます。今年度内の工事契約が不可能

となりましたので、債務負担行為による予算の施工

監理費と整備工事費、整備工事に対する技術支援の

委託料を減額するものでございます。 

 続いて、歳入でございます。３９ページをお願い

します。３９ページの上から２つ目の升です。公共

施設整備基金とその下、県産木材利用促進分の森林

環境基金が減額となります。 

 次に、市債でございます。同じく３９ページの一

番下、新文化会館整備事業債です。歳出でご説明し

ました投資委託料の施工監理費と県産木材利用促

進費を除く整備工事費に対して充当率９０％と、歳

出でご説明しました施工管理費の充当率９０％の

１３億５，７９０万円が減額となります。 

 最後に、地方債です。３２ページをお願いします。

限度額１３億５，７９０万円を設定しておりました

が、これを廃止するものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 以上でこども未来部、観光文化部、教育委員会に

関わる一般会計補正予算の説明及び質疑は終了し

ました。 

 ここで分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時４１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４１分 委員会再開 



 23

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開します。 

 ここで委員の皆さん、それから当局職員の皆さん

から、本会議での報告案件議案の所管分についても

含め、何かありましたらご発言を願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、ないようでした

ら、当局職員の方は退席いただいて結構です。お疲

れさまでございました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時４３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４４分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） それでは、分科会を再開

します。 

 第１５号議案、令和５年度豊岡市一般会計補正予

算（第１０号）の審査につきましては、質疑まで終

えましたので、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第１５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３４号議案、令和５年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）の審査につきましても、質疑

までは終えておりますので、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第３４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第３５号議案、令和６年度豊岡市一般会

計補正予算（第１号）の審査につきましても、質疑

は終えております。討論に入りたいと思います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第３５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で当分科会に審査を分担されました案件の

審査は終了しました。 

 次に、協議事項（２）の分科会意見・要望のまと

めに入ります。 

 分科会意見・要望として、予算決算委員会に報告

すべき内容について協議いただきたいと思います。 

 昨日審査を行いました第２３号議案、令和６年度

豊岡市一般会計予算に対する分科会意見・要望につ

いて、正副分科会長でまとめた案文を配信していま

す。この案文について、協議をお願いをいたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時４７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５４分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 休憩を解いて、分科会を

再開します。 

 ２３号議案に対する意見・要望を確認をいたしま

したので、そのように、当分科会の意見・要望につ

いてということで報告をさせていただきます。 

 よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。そ

のようにさせていただきます。 

 次に、本日審査を行いました専決第２号及び第１

５号、第３４号、第３５号議案に対する当分科会の

意見・要望について協議いただきたいと思います。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（須山 泰一） いや、もし……（「なし」と
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呼ぶ者あり）いやいや、なしでええけど、もしつけ

るとすれば、アイティ、今日意見出たのはアイティ

豊岡都市開発会社の件ですよね。 

○分科会長（芦田 竹彦） 暫時休憩します。 

午前１１時５５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５６分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 休憩を解いて、分科会を

再開いたします。 

 この専決第２号と１５号、３４号、３５号議案に

対する意見・要望については、なしということでよ

ろしいですか。（「新文化会館はええか」と呼ぶ者

あり） 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） はい、分かりました。 

 それでは、ただいま協議いただきました分科会長

報告の案文については、正副分科会長に一任願いた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午前１１時５６分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１１時５７分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開します。 

 続いて、協議事項（３）の委員会意見・要望のま

とめに入ります。 

本日審査を行いました第４号、第９号、第１６号

から１９号の議案に対する当委員会の意見・要望に

ついて協議いただきたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） なしという声をいただきま

したので、そのように取り計らってよろしいでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、ただいま協議い

ただきました委員長報告の案文については、正副委

員長に一任願いたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定しました。 

 次に、協議事項の（４）閉会中の継続審査の申出

についてを議題といたします。 

 委員会重点調査事項、配信しております閉会中の

継続審査事項として議長に申し出たいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 次に、協議事項の（５）当委員会の管外行政視察

についてを議題といたします。 

 視察日程につきましては、次第に記載のとおり、

５月８日の水曜日から１０日の金曜日で決定して

おります。改めてご確認をお願いをします。 

 視察先につきましては、先日お知らせしましたと

おり、８日午後に東京都の文京区役所へ向かいまし

て、ひきこもり支援センター、それから、その後、

文京ユアストーリー事業、フミコム事業について文

京区社会福祉協議会へ、９日につきましては、午後

に医療計画について、東京都稲城市への視察が内定

をしております。 

 視察先への具体的な質問事項につきまして、次回

４月１０日の委員会で決定したいと思いますので、

様式に記入の上、４月８日までにメールをいただき

ますようにお願いをいたします。 

 １人、各視察先、大体３項目程度に質問内容をま

とめていただければと思いますが、よろしゅうござ

いますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 視察内容につきまして説明

をさせていただきます。 

 暫時休憩します。 

午後０時０１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時０５分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開いたします。 
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 それでは、次に、その他の項目です。 

 議員の皆さんから何かご発言があればお願いい

たします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ないようでしたら、以上を

もちまして文教民生委員会を閉会いたします。お疲

れさまでございまでした。 

午後０時０６分 委員会閉会 

──────────────────── 


